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学校だより た む ら

新緑が美しい季節になりました。生命の躍動が感じられる今日この頃です。時が経つのは早いもので、平成

２７年度がスタートして、２ヶ月が過ぎようとしています。１年生は小学校の生活に慣れて

きたように思いますし、他学年についても、力を合わせながらのびのびと学校生活を送って

いるように感じています。これまで、計画通り教育活動が進められていることをありがたく

思います。感謝申し上げます。

全校で進めます あいさつ運動 ！
学校経営説明会の折にもお話しさせていただきま

したが、小さな親切運動を推進されている団体から、

あいさつ運動推進校の指定を受けました。今年度か

ら２年間です。今まで以上に気持ちのよい挨拶が行

き交う中名田小学校となるよう努めます。

朝礼で、挨拶について次のような話をしました。

『「挨」という字には、心を開くという意味があり、

「拶」には、その心に近づくという意味がある。す

なわち、自分の心を開くことで、相手の心を開かせ、

相手の心に近づいていく積極的な行為が「挨拶」で

ある。まさに、挨拶はコミュニケーションの第一歩。

「おはようございます」「こんにちは」「ありがとう

ございました」「よろしくお願いします」などいろい

ろな挨拶があるが、相手の目を見て、明るく元気よ

く、心をこめてするのが基本。相手より先に自分か

ら挨拶できるようになろう。』と。

家庭や地域で積極的に挨拶できる子どもたちであ

ってほしいと願っています。ご協力をお願いします。

よい遠足ができました！
全校で「亀が淵の滝」に遠足に行きました。豊か

な自然を感じながら、地区内を歩き、生活水、そし

て、「田村米」や地酒「田村のめぐみ」を生みだす源

流に直に触れることができ、よかったと思います。

また、地域の方々の協力・ボランティアにより美

しく整備された滝に足を運び、そこで、西浦公民館

長様から「亀が淵の滝」の云われや滝の整備活動等

についてのお話を聞かせていただけたことはとても

有意義なことでした。滝での２時間は、子どもたち

にとって、この上なく楽しい時間

となったようです。低学年は、７

ｋｍ、高学年は１６ｋｍ歩きまし

たが、力強く歩き通しました。

この遠足に合わせて、滝近くに

トイレを設置して下さった

地域の皆様に、また、快く

集会場のトイレを貸してく

ださった小屋区の皆様に心

より感謝申し上げます。

力を発揮しました！ 市器械運動発表会
４･５･６年生が市器械運動発表会に出場しました。

どの児童も集中し、自分のペースで、堂々とした演

技をしました。そんな中で、４年高橋里奈さんが最

優秀賞（跳び箱）を見事獲得しました。これは、み

んなで練習を重ねてきた取組の成果だと思います。

これまで、前向きに練習に取り組み、技を磨いて

きました。その中で、何度も何度も粘り強く挑戦し

ている姿、できた技をさらに磨こうとひたむきに練

習する姿、友達ができたときに一緒

になって喜ぶ姿など素晴らしい姿に

触れ、うれしく思っています。共通

の目標に向かって、みんなで取り組

む「元気な学校づくり」を進めてく

れていることを心強く思います。

「チャレンジ農園」に取り組みます！
ＪＡ若狭青壮年部、ＪＡ中名田青壮年部の計らい

を受けて、４・５年生が、「チャレンジ農園」に取り

組ませていただくことになりました。そのねらいは、

日本の食文化に触れ、食糧および農業の大切さを実

感するとともに、農業の楽しみを味わうことにあり

ます。また、収穫した米をマリ共和国に送ることに

なっています。先日、

田植えをさせていただ

きました。子どもたち

は進んで取り組んでい

ました。貴重な体験となりました。〈文責 小坂俊夫〉




